
母親の心理的ストレス反応は生後２‒３週の時
点が最も強く、特に夜泣きや、なぜ泣いているの
か理由がわからないなどの「子どもの泣きに関す
るストレッサー」の影響が大きいと言われている
（西海，2008）。また、岡本ら（2003）は、研究対象
となった母親全員が、生後１か月以降に子どもの
持続する「泣き」に直面し、そのうちの約６割が
危機状態に陥っていたと報告している。その一方
で「泣き」には、母親を乳児のもとに接近させる
音響的シグナルとしての作用があり、母親は乳児

Ⅰ．はじめに
近年の社会的動向でもある少子化や核家族化、

地域住民同士の交流の希薄化等により、多くの母
親は子どもと触れ合う機会がないままに母親とな
る。こうした母親は「赤ちゃんがこんなに泣くと
は思わなかった」「こんなに育児が大変だと思わな
かった」といったリアリティ・ショックを起こし
やく、育児困難感を上昇させ、育児ストレスを増
強させる要因となっている（伊藤，2013）。
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要旨：
目的：生後２か月児を持つ母親の我が子の泣きに対する捉え方と対処を明らかにする。
方法：Ａ大学が開催する沐浴教室に参加した母親のうち、本研究へ参加の承諾が得られた母親10名を対象に
産後に面接調査を実施した。
結果：生後２か月までの生活を振り返り、母親が感じた育児における困難感と我が子の泣きに関する思いと
して語った内容から、我が子の泣きに関する語りを抽出し、我が子の泣きに対する捉え方と対処について着
目し、分析した。その結果、158のデータから、65コード、20サブカテゴリー、最終的なカテゴリーには【我
が子の泣きを楽天的に捉える母親の姿勢】【我が子の泣きと対峙して培った母親の泣きと向き合う力】【我が
子の泣きをコントロールしなければならない母親の義務感】【我が子の泣きをコントロールできない母親の困
難感】【我が子の泣きと距離が取れない母親】【我が子の泣きに向き合う他者との思いの違い】【我が子の泣き
に対峙する母を支える他者からのサポート】の７項目が抽出された。
結論：母親の我が子の泣きに向き合う力を向上させる方向に働く力のあるカテゴリーと低下させる方向に働
く力のあるカテゴリーに分類され、我が子の泣きに向き合う力を維持・向上させる支援の方向性が示された。

キーワード：乳児、生後２か月、母親、泣き、育児ストレス
Key Words: Infant, Two months after birth, mother, crying, childcare stress
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しており、多くの母親は、里帰り先から日常の生
活に戻った際には、家事と育児を両立させる課題
に直面していることが推察される。
本研究では、多くの母親が日常に戻ると考えら
れ、乳児の泣きがピークを迎えるといわる生後２
か月に着目した。母親の出産後２か月までの時期
に着目した育児に関する困難感の語りの中から、
我が子の泣きに対する語りを抽出し、母親の我が
子の泣きに対する捉え方と対処を明らかにするこ
とを目的とした。

Ⅱ．研究対象と方法
１．研究対象者
Ａ大学が開催する沐浴教室に参加した30名のう
ち、産後に開催されるベビーマッサージ教室に参
加し、本研究へ参加の承諾が得られた母親10名。

２．研究期間
2018年１月～2019年５月

３．研究方法
Ａ大学が開催する沐浴教室に参加した母親に研
究依頼を行った。研究参加への承諾が得らえた母
親から産後１か月健診が終了した後に連絡をもら
い、ベビーマッサージ教室を開催した。ベビーマ
ッサージ教室の終了後に半構造化面接を実施し
た。面接ガイドラインの作成にあたっては、先行
研究から出産後早期の母親の「泣き」に対する母
親の情動反応や育児困難感を抽出し、生後２か月
間に母親が感じた困難感を自由に語れるようにイ
ンタビューガイドを作成した。実際に育児経験の
ある母親にプレテストを依頼し、共同研究者と生
後２か月までの母親の困難感と我が子の泣きに対
する思いが抽出できるインタビューガイドになる
ように検討を重ねた。
実際の質問項目としては、①現在（生後２か月
時）の子どもとの生活の実際と生活に対する思い
②妊娠期に想像していた育児期の生活と実際につ
いて③我が子の泣きに対する思いとその理由④泣
きへの対処方法とその効果⑤妊娠期に欲しかった
支援内容（情報や知識など）についてである。面
接内容については、許可を得てICレコーダーに録

の泣きに対して混乱や葛藤を抱えつつも、乳児の
欲求にこたえようと様々な対応を試みながら母子
相互的に成長していき、母子の結びつきを促進さ
せる役割もあることがわかっている（頼経，2011）。
田淵（1999）は、生後１か月頃までの母親の児
の泣き声に対する母親の反応には、「感情、情動反
応」「認知的反応」「泣きの解釈」「児の欲求を満た
すための行動」「児の泣きに対する思い」「児の性
格・気質の感じ取り」の６つのカテゴリーがある
こと、そして、泣きを聞いた母親には「感情・情
動反応」と「認知的反応」が同時に起こり、次い
で「泣きの解釈」、「対処行動」というプロセスを
辿ることを明らかにした。人の情動反応や対処行
動は、受け取り方や考え方などの認識によって影
響されるといわれている（塚野，2015）。つまり
母親が児の泣きをどのように認識しているのかに
よって、児の泣きに対する情動反応や対処行動は
異なるものと考えられる。
出生後早期の生後１か月間は、母と子どもの絆
を形成していく重要な時期であると同時に育児困
難感が高い時期といわれている（小林，2006）。
そのため、新生児期（生後１か月）の泣きを対象
とした研究は前述したように数はそれほど多くな
いものの複数報告されている。
厚生労働省が行った妊産婦に対するメンタルヘ
ルスケアのための保健・医療の連携体制に関する
調査研究（2018）によると、出産後に里帰りをし
た人は50.1％であり、約半数の母親が里帰りを経
験していた。また、里帰りの時期としては退院後
１‒４週間と回答した人が45％で最多であった。
つまり里帰りをした約半数の母親は、産後１か月
の間に里帰り先で様々な支援を受け、その後、自
宅に戻り、自分たちのみで家事や育児に取り組む
といった生活スタイルを大きく変化させている時
期と言える。同調査によると、里帰りの期間には、
家事（食事、洗濯、掃除、等）支援を「十分に支
援を受けた」と８割の母親が回答していた。里帰
りを経験した母親は、程度の差はあるものの何か
しらのサポートを得て生活していたことが推察さ
れる。また、同調査において産後２週以降８週未
満の母親は、「家事が思うようにできない
（40.1％）」、「自分の時間がない（38.0％）」と回答
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込みの支援を受けていた母親が２名みられた。そ
の他の支援として、夫からのサポートは全員が受
けていると回答し、実両親や義両親などからもサ
ポートを受けていた。しかし、１名のみ夫以外か
らの支援はないと回答していた。面接を行った時
期は、生後２か月が６名、生後３か月が３名、生
後４か月が１名であった。
ベビーマッサージ教室終了後に乳児が同席した
状態で面接調査を行ったため、面接時間は11分～
28分であり、平均面接時間は20分であった。

２． 生後２か月までの母親の泣きに関する捉え方
と対処の実態について
生後２か月までの母親が感じた育児における困
難感と我が子の泣きに関する思いとして語った内
容から、我が子の泣きに関する語りを抽出し、我
が子の泣きに対する捉え方と対処について着目し
分析した。その結果、158のデータから、65コー
ド、20サブカテゴリー、７カテゴリーが抽出され
た。以下、カテゴリー【】、サブカテゴリー〈〉、
実際の母親の語りは「」で表記し、（　）は語りの
補足として示した。表中のコードは［］で表した。
１）我が子の泣きを楽天的に捉える母親の姿勢
「泣いている子どもに「もうちょっとね」と言い
ながら、やりたいことをやる」や「子どもが泣き
止むために何をすればいいのか携帯で調べたが、
どうしようもないときには子どもを置いてみたこ
ともある」のように我が子の泣きに〈巻き込まれ
すぎない我が子の泣きへの母親の向き合い方〉が
見られた。また、「（泣きには）なにかしらの原因
があって全部やってもそれでも泣き止まなかった
ら、泣きたいんだと思う」や「（泣く理由がなくて
も泣くと聞いて）そう思うと自分が楽になる」の
ように〈我が子の泣きに対する母親の前向きな解
釈〉をしている母親の姿が抽出された。
２） 我が子の泣きと対峙して培った母親の泣きに
向き合う力

「目が見えるようになって誰かがいるとわかると
泣き止むようになってきた」のように〈子どもの
発達から捉えた我が子の泣きの理解〉と「（我が子
は）寝る前には眠たくて泣く」や「大体２‒３時
間おきにおっぱいなので、それくらいで泣けばお

音した。研究対象者の属性［年齢、出産歴、家族
形態、里帰りの有無と期間、サポートの有無、乳
児がいる生活体験の有無］については自記式の質
問紙に記述を求めた。

４．分析方法
面接終了後、逐語録を作成し、母親が我が子の

泣きについて語っている部分を抽出し、意味内容
を損ねないようにコード化した。類似点、相違点
にそって分別し、サブカテゴリー、カテゴリーに
集約した。分析の過程では、小児看護と質的研究
に精通した共同研究者と共に繰り返しデータを忠
実に解釈し、カテゴリーの分類、命名の精選を繰
り返し、研究の精度を高めた。

５．倫理的配慮
著者の所属する機関の研究倫理審査会（N17‒

06）の承認を得た。
研究対象者に対して、文書を用いて口頭で研究

の趣旨と目的、方法を説明し、研究参加への同意
を得た。研究参加は自由意思であり、途中で同意
を撤回、辞退することも可能であり、研究に不参
加でも不利益を被ることは一切ないことを十分に
説明した。また、研究データは全て匿名化し、研
究参加者のプライバシーを確保に十分留意した。
研究結果は個人が特定されない形にして学会など
で発表することについても文書と口頭で説明し、
同意を得た。研究協力依頼日と実際の面接日に開
きが生じるため、実際の面接日に改めて、研究の
趣旨と倫理的配慮について説明し、面接内容の録
画、プライバシーの保護について十分に説明し、
研究協力の同意を得た。

Ⅲ．結果
１．研究対象者の概要
研究対象者は10名であり、全員が初産婦であっ

た。研究対象者の概要は、母親の年齢は20代が４
名、30代が６名であり、家族形態は１件のみ義両
親との同居で他は全て核家族であった。産後のサ
ポートについては、里帰りを行った母親は４人で
あり、期間は出産後３週間～４週間であった。そ
の他、里帰りはしていないものの、産後、泊まり

しており、多くの母親は、里帰り先から日常の生
活に戻った際には、家事と育児を両立させる課題
に直面していることが推察される。
本研究では、多くの母親が日常に戻ると考えら
れ、乳児の泣きがピークを迎えるといわる生後２
か月に着目した。母親の出産後２か月までの時期
に着目した育児に関する困難感の語りの中から、
我が子の泣きに対する語りを抽出し、母親の我が
子の泣きに対する捉え方と対処を明らかにするこ
とを目的とした。

Ⅱ．研究対象と方法
１．研究対象者
Ａ大学が開催する沐浴教室に参加した30名のう
ち、産後に開催されるベビーマッサージ教室に参
加し、本研究へ参加の承諾が得られた母親10名。

２．研究期間
2018年１月～2019年５月

３．研究方法
Ａ大学が開催する沐浴教室に参加した母親に研
究依頼を行った。研究参加への承諾が得らえた母
親から産後１か月健診が終了した後に連絡をもら
い、ベビーマッサージ教室を開催した。ベビーマ
ッサージ教室の終了後に半構造化面接を実施し
た。面接ガイドラインの作成にあたっては、先行
研究から出産後早期の母親の「泣き」に対する母
親の情動反応や育児困難感を抽出し、生後２か月
間に母親が感じた困難感を自由に語れるようにイ
ンタビューガイドを作成した。実際に育児経験の
ある母親にプレテストを依頼し、共同研究者と生
後２か月までの母親の困難感と我が子の泣きに対
する思いが抽出できるインタビューガイドになる
ように検討を重ねた。
実際の質問項目としては、①現在（生後２か月
時）の子どもとの生活の実際と生活に対する思い
②妊娠期に想像していた育児期の生活と実際につ
いて③我が子の泣きに対する思いとその理由④泣
きへの対処方法とその効果⑤妊娠期に欲しかった
支援内容（情報や知識など）についてである。面
接内容については、許可を得てICレコーダーに録

の泣きに対して混乱や葛藤を抱えつつも、乳児の
欲求にこたえようと様々な対応を試みながら母子
相互的に成長していき、母子の結びつきを促進さ
せる役割もあることがわかっている（頼経，2011）。
田淵（1999）は、生後１か月頃までの母親の児

の泣き声に対する母親の反応には、「感情、情動反
応」「認知的反応」「泣きの解釈」「児の欲求を満た
すための行動」「児の泣きに対する思い」「児の性
格・気質の感じ取り」の６つのカテゴリーがある
こと、そして、泣きを聞いた母親には「感情・情
動反応」と「認知的反応」が同時に起こり、次い
で「泣きの解釈」、「対処行動」というプロセスを
辿ることを明らかにした。人の情動反応や対処行
動は、受け取り方や考え方などの認識によって影
響されるといわれている（塚野，2015）。つまり
母親が児の泣きをどのように認識しているのかに
よって、児の泣きに対する情動反応や対処行動は
異なるものと考えられる。
出生後早期の生後１か月間は、母と子どもの絆

を形成していく重要な時期であると同時に育児困
難感が高い時期といわれている（小林，2006）。
そのため、新生児期（生後１か月）の泣きを対象
とした研究は前述したように数はそれほど多くな
いものの複数報告されている。
厚生労働省が行った妊産婦に対するメンタルヘ

ルスケアのための保健・医療の連携体制に関する
調査研究（2018）によると、出産後に里帰りをし
た人は50.1％であり、約半数の母親が里帰りを経
験していた。また、里帰りの時期としては退院後
１‒４週間と回答した人が45％で最多であった。
つまり里帰りをした約半数の母親は、産後１か月
の間に里帰り先で様々な支援を受け、その後、自
宅に戻り、自分たちのみで家事や育児に取り組む
といった生活スタイルを大きく変化させている時
期と言える。同調査によると、里帰りの期間には、
家事（食事、洗濯、掃除、等）支援を「十分に支
援を受けた」と８割の母親が回答していた。里帰
りを経験した母親は、程度の差はあるものの何か
しらのサポートを得て生活していたことが推察さ
れる。また、同調査において産後２週以降８週未
満の母親は、「家事が思うようにできない
（40.1％）」、「自分の時間がない（38.0％）」と回答
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65コード（データ数158） 20サブカテゴリー ７カテゴリー

我が子の泣きとの適切な心理的距離（4）
気にならなくなった我が子の泣き（2）
泣き止ます方法が効かないときの諦め（2）
妊娠期とは異なる我が子の泣きへの姿勢（1）

巻き込まれすぎない我が子の泣きへの母
親の向き合い方

我が子の泣きを楽天的に捉える母
親の姿勢

原因のない泣きもあるという解釈（3）
母が楽になる子どもにとっての泣きの利点（3）
泣きは悪いものではないという解釈（1）

我が子の泣きに対する母親の前向きな解釈

発達によって変化する我が子の泣き（6）
子どもの発達により深まる母親の我が子の理解（1）

子どもの発達から捉えた我が子の泣きの
理解

我が子の泣きと対峙して培った母
親の泣きと向き合う力

経験から得た泣きの理解（13）
我が子の泣きの理解（5）

我が子との関わりから学んだ我が子の泣
きの理解

対処できる我が子の泣き（4）
困難ではない我が子の泣き（3） 対応可能な我が子の泣き
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など〈泣きの原因が授乳に関連する母親の辛さ〉
を感じていた。また、「寝たいのに眠れなくて泣い
ているという理由がわからなかった」や「家事や
ろうかなと思ったときにまた泣かれたり、最初の
１か月はわからないことも多かった」のように母
親は〈知識や経験不足からくる母親の泣きに対す
る困難感〉を感じていた。その他、「子どもが夕方
には結構愚図ったり、ずっと泣いているので他の
ことができない（ことが大変）」に代表される泣き
により〈母親の睡眠や活動を妨げる泣き〉を経験
していた。また、「（妊娠中の想像では）片付けす
る時間とか、寝させる時間とか、泣く時間とかま
では考慮していなかった」や「SNSで愚図ってい
る動画とかを見ていても「もう少し何とかなるで
しょ」と思っていた」のように〈妊娠中の想像と
は異なる我が子の泣き〉を体験し、「一人の時に泣
かれてしまうとこれがずっと続くのかと思ったら
不安だった」や「泣きが怖いと思った時期はあっ
た」のように〈我が子の泣きに向き合う重圧感〉
を感じていた。
５）我が子の泣きと距離が取れない母親
「泣かれるとやりたいことを置いて赤ちゃんの対
応をした」や「子どもが激しく泣いてしまうと「ち
ょっと待っててね」はできない」、「泣いているの
を放置するとサイレントベビーになってしまうか
と思うと子どもを置いて別の部屋に行けない」の
ように〈常に我が子の泣きへの対応を優先する母
親〉の姿が見られた。また、「（泣いているときは）
ずっと抱っこして家の中を歩き回っている」や
「（泣き止まないときには）途方に暮れながら抱っ
こする」など、〈我が子の泣きに対応し続ける母
親〉が見られた。
６）我が子の泣きと向き合う他者との思いの違い
「私はやはり泣いているとどうにかしないと・・
と思ってすぐに対応しているのに、自分のことを
優先する旦那をみてイラっとする」のように我が
子の泣きへの夫の対応へのイラつきや「旦那は子
どもが泣いていても「ちょっと待って」みたいな
感じで携帯を見ていて、自分に「泣いてるよ！」
と言ってくる」など我が子の泣きに対する夫との
距離の差を感じ、〈我が子の泣きが気にならない夫
の態度〉を意識していた。そして、【我が子の泣き

っぱいかなって思う」のように〈我が子との関わ
りから学んだ我が子の泣きの理解〉をしていた。
その上、「（ネットで調べた結果では）「なー」で泣
くのはお腹が空いているときの泣き方とか」や「母
親学級で理由がなくても赤ちゃんは泣くものと聞
けたことはすごくよかった」のように母親は〈泣
きに関する知識の獲得と活用〉を行っていた。ま
た母親は我が子の泣きの中からも「赤ちゃんは泣
いているのに、申し訳ないけどかわいくて笑って
しまう」や「泣き顔とか泣き声の中にはかわいい
泣き顔があると思う」のように〈我が子の泣きに
感じる愛おしさ〉を感じていた。そして、「日中子
どもと二人っきりになって泣いて泣いて困ること
はない」や「泣いて泣いてもうこの子が何をした
いのかしら、何をしたらいいのかしらというよう
に悩んだことはあまりない」のように我が子の泣き
を〈対応可能な我が子の泣き〉として捉えていた。
３） 我が子の泣きをコントロールしなければなら
ない母親の義務感

「泣かれると急いでいってあげなきゃと思うから
大変」や「泣いていると抱っこしてあげないとい
けないかなと思う」のように我が子に泣かれると
母親は〈我が子の泣きを何とかしたいという思い〉
に駆られていた。また、「泣いていると泣き止ませ
なきゃって思う」や「（寝ないときは）泣いちゃう
感じです。抱っこしないと泣いちゃうからだっこ
しないわけにはいかない」のように泣き止ませな
ければならないという母親の思いや泣きを避ける
ための抱っこを行うなど〈泣かせていてはいけな
いという母親の思い〉を抱いていた。
４） 我が子の泣きをコントロールできない母親の
困難感

「何をやってもの（泣き止まない）ときは、途方
に暮れた」や「（赤ちゃんの泣きの何が大変かとき
かれたら）オムツをかえてミルクをあげても、何
しても泣いているとき」のように母親は我が子の
泣きに対しての思いつく限りの対応を行ったにも
関わらず我が子が泣き止まないときに〈手を尽く
しても我が子が泣き止まない困難感〉を感じてい
た。また母親は「（母乳が）足りなくて泣いている
のがわかったから、私も心苦しいし、そっち（我
が子）も辛そうだったし、どうしようと思った」
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理由として、母親側の我が子の泣きと対峙して培
った経験や泣きに関する知識や情報が時間的経過
とともに積み重なったこと、そして子ども側の要
因として、喃語や表情の出現などの発達が見られ
るようになったことで母親の我が子の泣きへの捉
え方が変化したことがあげられる。これらの要因
から我が子の泣きへ向き合う力が高まっていたと
考えられる。
また、【我が子の泣きを楽天的に捉える母親の姿
勢】として母親は、我が子の泣きに対して［原因
のない泣きもあるという解釈］や［泣きは悪いも
のではないという解釈］をするなど、我が子の泣
きに対処する母親自身が苦しまないですむ解釈を
していた。また一方で［泣き止ます方法が効かな
いときの諦め］や［気にならなくなった我が子の
泣き］など、我が子の泣きと心理的な距離をとっ
ている母親の姿も見られた。これは、母親の情動
焦点型のコーピング方略の積極的認知対処方略と
回避方略にあたるものと考えられ、積極的認知対
処方略は母親の肯定的感情に影響し、回避方略は
肯定的感情を低くすることに関連するといわれて
いる（永田，2011）。このようにして、母親は我
が子の泣きに向き合う力を高めつつ、一方で我が
子の泣きというストレスに対しても、様々な形で
コーピングの方略を試みている姿も見られた。こ
のような我が子の泣きに向き合う姿勢は、我が子
の泣きへ巻き込まれすぎない適切な距離感を築い
ていた。
上記のように本研究で対象とした生後２か月で
は、生後１か月の段階よりは我が子の泣きに向き
合う力も培われているが、生後２か月になっても
尚多くの母親が【我が子の泣きをコントロールし
なければならない母親の義務感】を感じ【我が子
の泣きと距離が取れない母親】に表現されるよう
に我が子の泣きと適切な距離が取れずに【我が子
の泣きをコントロールできない困難感】を感じて
いた。これらのカテゴリーは全て我が子の泣きに
向き合う力を低下させる方向に働く力となってい
るものと考えられる。
本カテゴリーは前述した堀越ら（2016）の研究
においては【思い通りに児の泣きに対処しなけれ
ばいけないという考え】にあたるものと考えられ

に向き合う他者との思いの違い】を感じていた。
７） 我が子の泣きに対峙する母親を支える他者か
らのサポート

「夕飯作る一番大変な時に泣くんですが、日中二
人きりにならない（義母と同居）ため、切羽詰ま
った感じはない」や「（夫が）夜泣きとかでどうし
ても大変な時は起きてくれて、変わってくれた」
のように、〈我が子の泣きによる母親のストレスを
軽減するサポート〉が抽出された。また、「沐浴指
導や、母親（元幼稚園教師）から（赤ちゃんは）
泣くものだから泣いてなんぼときいていた」や「１
か月健診くらいのときに寝ぐずりというのを保健
師から聞いて眠いんだねって教えてくれて」のよう
に〈他者から得た泣きに関する知識〉を得ていた。

Ⅳ．考察

１． 生後２か月時における母親の我が子の泣きの
捉え方と対処の特徴
生後２か月時における母親の我が子の泣きの捉
え方と対処では、我が子との生活が日常化し、そ
れに伴い我が子の泣きに対しても知識や経験が蓄
積され、生後１か月の時点より泣きの知識や経験
値が高まっていた。また、産後早期の段階に比較
して、これらの経験や知識を活かし、より我が子
の泣きに適した対処方法を試みるなど、泣きに対
する対処方法も多様化するなど幅がでてきている
ものと推察された。
生後２か月を対象とした本研究では、【我が子の
泣きと対峙して培った母親の泣きと向き合う力】
において〈泣きに関する知識の獲得と活用〉や〈我
が子の関わりから学んだ我が子の泣きの理解〉な
どがみられ、知識や経験を積むことで我が子の泣
きに向き合う力が高まっている様子がみられた。
また、〈子どもの発達から捉えた我が子の泣きの理
解〉や〈我が子の泣きに感じる愛おしさ〉のよう
に我が子の発達から泣きの理解を深めたり、泣き
の中からも我が子の愛おしさを見出していた。こ
れらのカテゴリーは、生後１か月児を対象とした
堀越ら（2016）の研究では抽出されていないため、
生後１か月を経過した頃から見られる我が子の泣
きに対する認識といえる。母親の認識が変化した
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と対峙して培った母親の泣きと向き合う力】、外的
因子として【我が子の泣きに対峙する母を支える
サポート】が含まれた。また、我が子の泣きに向
き合う力を低下させる方向に向き合う力には、母
親側の因子として【我が子の泣きをコントロール
しなければならない母親の義務感】や【我が子の
泣きをコントロールできない母親の困難感】や【我
が子の泣きと距離がとれない母親】があり、外的
因子として【我が子の泣きに向き合う他者との思
いの違い】が含まれた。

２． 我が子の泣きに向き合う力を向上させるため
の母親への支援
西浦（2018）の研究によると、心理ストレス反
応としては産後２‒３週間が一番高いという結果
が得られている。そのため本研究が対象とした生
後２か月では、産後の母親が感じる心理ストレス
反応のピークは過ぎていると考えられる。しかし
ながら、母親にとってストレスが高く、乳児期の
虐待につながりやすいといわれる子どもの「泣き」
については、生後６週ころに泣きのピークがある
ことがわかっている（Brazelton，1962）。この泣き
についてBarr（2006）は、正常な乳児でも、生後
２‒３か月までは特に理由もなく泣き、何をやって
も泣き止まないほど激しく泣くが、それでも正常で
あり、その泣きは次第に収まっていくと述べてい
る。Barr（2006）は、この泣きの特徴の頭文字をと
ってパープルクライング期（The Period of PURPLE 
Crying）と名付け、揺さぶられっこ症候群との関連
を指摘している。PはPeak of Cryingで生後２‒３

る。本研究においても複数の母親が【我が子の泣
きをコントロールしなければならない母親の義務
感】を抱いていた。この【我が子の泣きをコント
ロールしなければならない母親の義務感】を感じ
ることによって我が子の泣きがコントロールでき
ないと【我が子の泣きをコントロールできない母
親の困難感】を想起させるものと考えられる。ま
た【我が子の泣きをコントロールしなければなら
ない母親の義務感】から母親に我が子の泣きに対
する対処行動を促進させる【我が子の泣きと距離
が取れない母親】に結びつく傾向があると考えら
れる。この３つカテゴリーが相互に影響しあい我
が子の泣きへ向き合う力を低下させる方向に働い
ていることが考えられる。そのため、我が子の泣
きに向き合う基本的な考え方として、子どもの泣
きは無理にコントロールするものではないこと、
簡単にコントロールできるものではないことを伝
えていくことも、我が子の泣きに向き合う力を向
上させる支援として有効であると考える。
今回の調査では、生後２か月に着目してデータ

を収集したが、我が子の泣きに向き合う力という
視点から７つのカテゴリーの関連性を検討した結
果、我が子の泣きに対する捉え方について、母親
の我が子の泣きに向き合う力を向上させる方向に
働く力があるものと低下させる方向に働く力のあ
るもの、そして、それらの中には母親側の因子と
外的因子が存在した。
我が子の泣きに向き合う力を向上させる方向に

働く力には、母親側の因子として【我が子の泣き
を楽天的に捉える母親の姿勢】や【我が子の泣き

図１　我が子の泣きに向き合う力

○母親側の因子
【我が子の泣きをコントロールしなければならないと思う母親の義務感】
【我が子の泣きをコントロールできない母親の困難感】
【我が子の泣きと距離が取れない母親】

○外的因子
【我が子の泣きに向き合う他者との思いの違い】

《低下させる方向に働く力》
《向上させる方向に働く力》

○母親側の因子
【我が子の泣きを楽天的に捉える母親の姿勢】
【我が子の泣きと対峙して培った母親の泣きと向き合う力】

○外的因子
【我が子の泣きに対峙する母親を支えるサポート】

理由として、母親側の我が子の泣きと対峙して培
った経験や泣きに関する知識や情報が時間的経過
とともに積み重なったこと、そして子ども側の要
因として、喃語や表情の出現などの発達が見られ
るようになったことで母親の我が子の泣きへの捉
え方が変化したことがあげられる。これらの要因
から我が子の泣きへ向き合う力が高まっていたと
考えられる。
また、【我が子の泣きを楽天的に捉える母親の姿
勢】として母親は、我が子の泣きに対して［原因
のない泣きもあるという解釈］や［泣きは悪いも
のではないという解釈］をするなど、我が子の泣
きに対処する母親自身が苦しまないですむ解釈を
していた。また一方で［泣き止ます方法が効かな
いときの諦め］や［気にならなくなった我が子の
泣き］など、我が子の泣きと心理的な距離をとっ
ている母親の姿も見られた。これは、母親の情動
焦点型のコーピング方略の積極的認知対処方略と
回避方略にあたるものと考えられ、積極的認知対
処方略は母親の肯定的感情に影響し、回避方略は
肯定的感情を低くすることに関連するといわれて
いる（永田，2011）。このようにして、母親は我
が子の泣きに向き合う力を高めつつ、一方で我が
子の泣きというストレスに対しても、様々な形で
コーピングの方略を試みている姿も見られた。こ
のような我が子の泣きに向き合う姿勢は、我が子
の泣きへ巻き込まれすぎない適切な距離感を築い
ていた。
上記のように本研究で対象とした生後２か月で
は、生後１か月の段階よりは我が子の泣きに向き
合う力も培われているが、生後２か月になっても
尚多くの母親が【我が子の泣きをコントロールし
なければならない母親の義務感】を感じ【我が子
の泣きと距離が取れない母親】に表現されるよう
に我が子の泣きと適切な距離が取れずに【我が子
の泣きをコントロールできない困難感】を感じて
いた。これらのカテゴリーは全て我が子の泣きに
向き合う力を低下させる方向に働く力となってい
るものと考えられる。
本カテゴリーは前述した堀越ら（2016）の研究
においては【思い通りに児の泣きに対処しなけれ
ばいけないという考え】にあたるものと考えられ

に向き合う他者との思いの違い】を感じていた。
７） 我が子の泣きに対峙する母親を支える他者か
らのサポート

「夕飯作る一番大変な時に泣くんですが、日中二
人きりにならない（義母と同居）ため、切羽詰ま
った感じはない」や「（夫が）夜泣きとかでどうし
ても大変な時は起きてくれて、変わってくれた」
のように、〈我が子の泣きによる母親のストレスを
軽減するサポート〉が抽出された。また、「沐浴指
導や、母親（元幼稚園教師）から（赤ちゃんは）
泣くものだから泣いてなんぼときいていた」や「１
か月健診くらいのときに寝ぐずりというのを保健
師から聞いて眠いんだねって教えてくれて」のよう
に〈他者から得た泣きに関する知識〉を得ていた。

Ⅳ．考察

１． 生後２か月時における母親の我が子の泣きの
捉え方と対処の特徴
生後２か月時における母親の我が子の泣きの捉

え方と対処では、我が子との生活が日常化し、そ
れに伴い我が子の泣きに対しても知識や経験が蓄
積され、生後１か月の時点より泣きの知識や経験
値が高まっていた。また、産後早期の段階に比較
して、これらの経験や知識を活かし、より我が子
の泣きに適した対処方法を試みるなど、泣きに対
する対処方法も多様化するなど幅がでてきている
ものと推察された。
生後２か月を対象とした本研究では、【我が子の

泣きと対峙して培った母親の泣きと向き合う力】
において〈泣きに関する知識の獲得と活用〉や〈我
が子の関わりから学んだ我が子の泣きの理解〉な
どがみられ、知識や経験を積むことで我が子の泣
きに向き合う力が高まっている様子がみられた。
また、〈子どもの発達から捉えた我が子の泣きの理
解〉や〈我が子の泣きに感じる愛おしさ〉のよう
に我が子の発達から泣きの理解を深めたり、泣き
の中からも我が子の愛おしさを見出していた。こ
れらのカテゴリーは、生後１か月児を対象とした
堀越ら（2016）の研究では抽出されていないため、
生後１か月を経過した頃から見られる我が子の泣
きに対する認識といえる。母親の認識が変化した
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それでも泣きやまないときは、「赤ちゃんを安全な
場所に寝かせて、その場を離れて自分がリラック
スしてもいい」と伝えている。しかしながら、本
研究では、「泣いているのを放置するとサイレント
ベビーになってしまうかと思うと子どもをおいて
別の部屋に行けない」や「ずっと泣かせていたら
（虐待を疑われて）近所の人に通報されるのではと
思う」などのように実際に泣いている我が子を別
室において泣かせておくという対処行動をとるこ
とに抵抗を示す母親がみられた。
出生直後から１人部屋のベビーベッドで寝かせ
育てる習慣がある西洋文化と抱っこや添い寝をし
ながら育てる我が国の育児習慣では、泣いている
子どもを安全な場所に寝かせて、その場を離れて
母親である自分がリラックスするということに対
しての抵抗感が異なる可能性があるため、対処方
法については、日本の文化的背景も加味した様々
な方法を提示する必要がある。また、藤原（2012）
が首都圏で実施したランダム化比較研究によると、
パープルクライングのＤＶＤの視聴とパンフレッ
トを配布した介入群と一般的な事故予防に関する
ＤＶＤを視聴する対象群の比較研究では、介入群
で泣きの知識が有意に高く、何をやっても泣き止
まないときの受動的行動においても自分を責めな
いなど、好ましい捉え方をしている傾向にあった。
また、何をやっても泣き止まないときにはその場
を離れるという対処行動は、対象群に比べ4.8倍
多く取られており有意差もみられていた（藤原．
2019）。そのため、妊娠期の母親が参加する母親
学級やこれからパープルクライング期を迎える生
後１か月の母子が対象となる産院の一か月健診時
に来訪した母親に、厚生労働省が作成した啓発ビ
デオを視聴する機会を作ったり、パープルクライ
ング期の特徴的な泣きの情報と泣きに対する具体
的な対処方法について知識を提供することも効果
的な支援方法と考える。
２）乳児の発達的特徴の理解を促すための支援
本研究において複数の母親が、＜妊娠中の想像
とは異なる我が子の泣き＞を経験し、「妊娠中のイ
メージでは、片付けする時間とか、寝させる時間
とか、泣く時間とかまでは考慮していなかった」
や「SNSでぐずっている動画とかを見ていても「も

か月に訪れる泣きのピークを示し、その後軽減す
ることを表現している。Uは、Unexpectedではっ
きりした理由のない、予期せぬ継続的な泣きであ
ることを示している。RはResists soothingで生後
２‒３か月の時期はなだめても泣き止まない行動
があることを示している。PはPain-like faceで痛
くなくても痛そうに見える顔を指す。LはLong 
lastingで、長時間泣くこともあることを示してい
る。EはEveningで夕方の遅い時間帯と夜間に集中
することを示している。このような特徴のある泣
きは、母親の育児不安を増強させる因子と考えら
れている（藤原，2019）。生後２か月は、この特
徴的な泣きの影響を受けやすい時期にあたる。揺
さぶられっこ症候群は生後２‒３か月をピークと
する虐待であり、妊娠期からの泣きへの知識、泣
きへの対処を得ることによって予防できる可能性
があると言われている（藤原，2019）。
最後に、生後２か月における我が子の泣きに向
き合う力に対する支援の方向性について検討した
い。我が子の泣きに向き合う力を低下させる方向
に働く力に対し、我が子の泣きに向き合う力を向
上させるための支援としては、「パープルクライン
グ期の特徴と泣きに対する対処法への教育的介入」
や「乳児の発達的特徴の理解の促し」、「母親の心
身の不調を整える支援」が有効と考えられた。ま
た、「我が子の泣きに対峙する母親を支えるサポー
トの導入」や「母親の育児を見守り肯定する支援」
については、我が子の泣きに向き合う力を低下さ
せる方向に働く力と向上させる方向に働く力の双
方に有効な支援であると考えられた。以下、我が
子の泣きに向き合う力に対する支援方法について
述べたい。
１） パープルクライング期の特徴と泣きに対する
対処法の教育的介入の必要性
厚生労働省では、乳幼児揺さぶられ症候群の予
防と赤ちゃんの“泣き”への対処法の動画『赤ちゃ
んが泣きやまない』をホームページに掲載してい
る。その中では、泣きの特徴と揺さぶられっこ症
候群発症のメカニズムを解説し、赤ちゃんを決し
て強く揺さぶらないことを啓発している。また赤
ちゃんの泣きへの対応として、オムツ交換、授乳、
抱っこなどの具体的な泣きへの対処法を挙げた後、
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ど母親の授乳トラブルや体調不良、疲労感などに
よる辛さが抽出された。乳児の虐待では「泣き止
まない」「寝てくれない」などの育児疲労や育児負
担感からなる抑うつ感情がその発生要因の主とな
ると考えられている（高橋，2007）。厚生労働省
の妊産婦に対するメンタルヘルスケアのための保
健・医療の連携体制に関する調査研究調査（2018）
では、産後２‒８週で感じた不安や負担感として
は４‒５割の母親が「妊娠・出産・育児による体
の疲れ」や「十分な睡眠がとれない」、「自分の体
のトラブル」を有りと回答していた。母親が我が
子に向き合うときには、母親の心身の状態が整っ
ていることが健全な母子関係の確立のためには、
必要不可欠である。そのため、支援者は子どもの
みならず、母親の心身の状態を整える支援を提供
していく必要がある。特に生後２か月では、産後
のホルモン動態に関連して乳房が張らなくなるな
どの現象がみられる時期にあたり、出産直後と同
様、授乳に関しての不安が高まる時期であるとい
える。授乳法と睡眠、そして泣きについては密接
に関連していることから、子どもの栄養法について
も確認し、適切に支援していくことが必要である。

４． 我が子の泣きに対峙する母を支えるサポート
の必要性
今回の調査では、【我が子の泣きに対峙する母親
を支える他者からのサポート】の中で〈我が子の
泣きによる母親のストレスを軽減するサポート〉
として、泣きへの対処中における母親への支援と
して夫や同居する義理の母のサポートが語られて
いた。岡本（2003）の研究においても、子どもの
持続する泣きに直面した際、夫や周囲からの有効
な支援の有無が母親を危機的状態に追い込むか否
かの重要な影響要因であると推察されていた。本
研究においても「夕飯を作る一番大変な時によく
泣くが、日中二人きりにならないため、切羽詰ま
った感じはない」や「夜泣きとかでどうしても大
変な時は起きてくれて変わってくれた」というよ
うに、我が子の持続する泣きに対峙するときに、
サポートしてくれる重要他者がいることは、母親の
泣きに対する困難感や負担感を軽減させる方向に
働き大きな力建てになっていることが推察された。

う少し何とかなるでしょ」と思っていた」など、
赤ちゃんのいる生活や我が子の泣きに関する妊娠
期の想像が現実と異なっていたり、想像が不足し
ていたことで、育児における困難感やストレスを
生じさせていた。妊娠中のイメージと実際が異な
ることは、育児期に母親のリアリティショックを
引き起こすと考えられる。リアリティショックの
概念は新人看護師のストレスと関連付けて検討され
ているが、kramerら（2013）は「期待と現実のずれ
で生じるストレス」と定義している。妊娠期に適
切な育児期の生活をイメージできることは、我が
子の泣きに向き合う力を向上させることに繋がる
と考えられる。子どもの睡眠リズムは、親の育児
ストレスに関連しているといわれている（平松，
2006）ため、育児期の生活が適切にイメージでき
ることで母親は心理的な準備を行うことができ、
育児ストレスも軽減するものと思われる。
また、誕生から生後４か月までの子どもは、マー

ラーの分離－一体化理論によれば、正常な自閉段
階・共生段階と位置付けられ、子どもは外部刺激
を遮断している段階であることがわかる。子ども
は自分自身に集中しており、睡眠と泣きの反応を
繰り返すことによって外部刺激を相対的に取り入
れない時期とされる。そのため、母親からの泣き
やませようとする刺激を子どもに伝えても、この
時期の子どもには伝わりにくいという発達的特徴
を示す。次第に共生段階に移り、母親との関わり
を快・不快に分化する段階に入り、この取り組み
により外部刺激を遮断していた自我の殻が少しず
つ壊れはじめ、外部刺激も伝わりやすくなる。こ
のような我が子の発達的特徴を理解することも、
我が子の泣きへの適切な関わりを促進するものと
考えられる。
上記の視点から、妊娠期に乳児のいる生活につ

いて、妊婦がより具体的に乳児の睡眠や泣き、授
乳など加味した生活をイメージしやすいように説
明すること、そして、乳児の外界からの刺激の取
り入れ方などの発達的特徴に関する情報について
も提供していく必要があることが示唆された。
３）母親の心身の不調を整える必要性
本研究でも〈泣きの原因が授乳に関連する母親

の辛さ〉や〈母親の睡眠や活動を妨げる泣き〉な

それでも泣きやまないときは、「赤ちゃんを安全な
場所に寝かせて、その場を離れて自分がリラック
スしてもいい」と伝えている。しかしながら、本
研究では、「泣いているのを放置するとサイレント
ベビーになってしまうかと思うと子どもをおいて
別の部屋に行けない」や「ずっと泣かせていたら
（虐待を疑われて）近所の人に通報されるのではと
思う」などのように実際に泣いている我が子を別
室において泣かせておくという対処行動をとるこ
とに抵抗を示す母親がみられた。
出生直後から１人部屋のベビーベッドで寝かせ
育てる習慣がある西洋文化と抱っこや添い寝をし
ながら育てる我が国の育児習慣では、泣いている
子どもを安全な場所に寝かせて、その場を離れて
母親である自分がリラックスするということに対
しての抵抗感が異なる可能性があるため、対処方
法については、日本の文化的背景も加味した様々
な方法を提示する必要がある。また、藤原（2012）
が首都圏で実施したランダム化比較研究によると、
パープルクライングのＤＶＤの視聴とパンフレッ
トを配布した介入群と一般的な事故予防に関する
ＤＶＤを視聴する対象群の比較研究では、介入群
で泣きの知識が有意に高く、何をやっても泣き止
まないときの受動的行動においても自分を責めな
いなど、好ましい捉え方をしている傾向にあった。
また、何をやっても泣き止まないときにはその場
を離れるという対処行動は、対象群に比べ4.8倍
多く取られており有意差もみられていた（藤原．
2019）。そのため、妊娠期の母親が参加する母親
学級やこれからパープルクライング期を迎える生
後１か月の母子が対象となる産院の一か月健診時
に来訪した母親に、厚生労働省が作成した啓発ビ
デオを視聴する機会を作ったり、パープルクライ
ング期の特徴的な泣きの情報と泣きに対する具体
的な対処方法について知識を提供することも効果
的な支援方法と考える。
２）乳児の発達的特徴の理解を促すための支援
本研究において複数の母親が、＜妊娠中の想像
とは異なる我が子の泣き＞を経験し、「妊娠中のイ
メージでは、片付けする時間とか、寝させる時間
とか、泣く時間とかまでは考慮していなかった」
や「SNSでぐずっている動画とかを見ていても「も

か月に訪れる泣きのピークを示し、その後軽減す
ることを表現している。Uは、Unexpectedではっ
きりした理由のない、予期せぬ継続的な泣きであ
ることを示している。RはResists soothingで生後
２‒３か月の時期はなだめても泣き止まない行動
があることを示している。PはPain-like faceで痛
くなくても痛そうに見える顔を指す。LはLong 
lastingで、長時間泣くこともあることを示してい
る。EはEveningで夕方の遅い時間帯と夜間に集中
することを示している。このような特徴のある泣
きは、母親の育児不安を増強させる因子と考えら
れている（藤原，2019）。生後２か月は、この特
徴的な泣きの影響を受けやすい時期にあたる。揺
さぶられっこ症候群は生後２‒３か月をピークと
する虐待であり、妊娠期からの泣きへの知識、泣
きへの対処を得ることによって予防できる可能性
があると言われている（藤原，2019）。
最後に、生後２か月における我が子の泣きに向

き合う力に対する支援の方向性について検討した
い。我が子の泣きに向き合う力を低下させる方向
に働く力に対し、我が子の泣きに向き合う力を向
上させるための支援としては、「パープルクライン
グ期の特徴と泣きに対する対処法への教育的介入」
や「乳児の発達的特徴の理解の促し」、「母親の心
身の不調を整える支援」が有効と考えられた。ま
た、「我が子の泣きに対峙する母親を支えるサポー
トの導入」や「母親の育児を見守り肯定する支援」
については、我が子の泣きに向き合う力を低下さ
せる方向に働く力と向上させる方向に働く力の双
方に有効な支援であると考えられた。以下、我が
子の泣きに向き合う力に対する支援方法について
述べたい。
１） パープルクライング期の特徴と泣きに対する
対処法の教育的介入の必要性
厚生労働省では、乳幼児揺さぶられ症候群の予

防と赤ちゃんの“泣き”への対処法の動画『赤ちゃ
んが泣きやまない』をホームページに掲載してい
る。その中では、泣きの特徴と揺さぶられっこ症
候群発症のメカニズムを解説し、赤ちゃんを決し
て強く揺さぶらないことを啓発している。また赤
ちゃんの泣きへの対応として、オムツ交換、授乳、
抱っこなどの具体的な泣きへの対処法を挙げた後、
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なければならない母親の義務感】【我が子の泣き
をコントロールできない母親の困難感】【我が子
の泣きと距離が取れない母親】【我が子の泣きに
向き合う他者との思いの違い】【我が子の泣きに
対峙する母親を支える他者からのサポート】の
７つのカテゴリーが抽出された。
２．我が子の泣きに向き合う力を向上させる方向
に働く力を持つカテゴリーと低下させる方向に
働く力を持つカテゴリーに分類され、それぞれ
母親側の因子と外的因子が存在した。
３．生後２か月の我が子の泣きに向き合う力を向
上させる支援としては、「パープルクライング期
の特徴と泣きに対する対処法への教育的介入」
や「乳児の発達的特徴の理解の促し」、「母親の
心身の不調を整える支援」が、また我が子の泣
きに向き合う力を維持させるための支援として
は、「我が子の泣きに対峙する母親を支えるサ
ポートの導入」や「母親の育児を見守り肯定す
る支援」が有効であると考えられた。
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産後の間のない中、本研究にご協力いただきま
したお母様に心より感謝申し上げます。尚、本研
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